
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

12

・
東
北
７
国
立
大
学
の
有
志
が「
東
日
本
に
お
け
る
新
時
代
中
型
高
輝
度
放
射
光
施
設
」趣
意
書
を

文
部
科
学
省
に
提
出

H24

6

・
東
北
の
７
国
立
大
学
長
で
構
成
す
る「
東
北
放
射
光
施
設
推
進
会
議
」を
設
立

H25

3

19

・
宮
城
県
議
会
が「
放
射
光
施
設
の
宮
城
県
へ
の
誘
致
を
求
め
る
決
議
」を
採
決

H26

7

18
！

宮
城
県
が
事
務
局
と
な
り「
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
」を
設
立

8

27

・
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
共
同
代
表
３
者
が
国
に
要
望
書
提
出

H27

2

10

・
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
が
産
業
利
用
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

H28

2

19

・
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
が
放
射
光
施
設
産
業
利
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

11

7
！

文
部
科
学
省「
量
子
ビ
ー
ム
利
用
推
進
小
委
員
会
」が
次
世
代
放
射
光
施
設
の
検
討
を
開
始

12

26
！「
一
般
財
団
法
人
光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」設
立

H29

1

26

・
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

4

11

・（
一
財
）光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た「
建
設
地
選
定
諮
問
委
員
会
」が

「
東
北
大
学
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
最
適
地
で
あ
る
と
答
申

26

・
量
子
ビ
ー
ム
利
用
推
進
小
委
員
会
が「
高
輝
度
放
射
光
源
に
係
る
地
域
構
想
」を
公
募

5

24

・（
一
財
）光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、宮
城
県
、（
一
社
）東
北
経
済
連
合
会
が「
地
域
構
想
」を

文
部
科
学
省
へ
提
出

H30

1

18

・
量
子
ビ
ー
ム
小
委
員
会
最
終
報
告
書「
新
た
な
軟
Ｘ
線
向
け
高
輝
度
３
Ｇｅ
Ｖ
級
放
射
光
源
の
整
備
等

に
つ
い
て
」公
表

・
報
告
に
基
づ
き
文
部
科
学
省
が「
官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」に
よ
る
同
施
設
の
具
体
化
を
進
め
る

こ
と
を
発
表

23

・
官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
具
体
化
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
提
案
募
集
開
始

3

22

・（
一
財
）光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、宮
城
県
、仙
台
市
、東
北
大
学
、（
一
社
）東
北
経
済
連
合
会
が

「
提
案
書
」を
文
部
科
学
省
へ
提
出

7

3
！（
一
財
）光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、宮
城
県
、仙
台
市
、東
北
大
学
、（
一
社
）東
北
経
済
連
合
会
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
定

23

・
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
が
記
念
講
演
を
開
催

9

12

・（
国
研
）量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
と（
一
財
）光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
次
世
代
放
射
光
施
設（
軟
Ｘ
線
向
け
高
輝
度
３
Ｇｅ
Ｖ
級
放
射
光
源
）の
整
備
・
運
用
に
係
る
詳
細
の

具
体
化
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
」を
締
結

10

30
！

次
世
代
放
射
光
施
設
整
備
費
補
助
金
制
度
の
創
設

R1/H31

3

・
東
北
大
学
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
次
世
代
放
射
光
施
設
の
敷
地
造
成
に
着
手

R2

 1

22

・
令
和
元
年
度
放
射
光
利
用
実
地
研
修（
あ
い
ち
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
）成
果
報
告
会
を
開
催

（
以
後
、令
和
3
年
度
ま
で
毎
年
開
催
）

R3

12

9

・
放
射
光
利
用
技
術
研
究
会
第
1
回
講
演
会
を
開
催

［SPring-8］

・光速近くまで加速した電子を磁
場で曲げたときに発生する極め
て明るい光（Ｘ線）

・微細な物質構造や状態解析が可
能となる

・言わば、放射光を使った巨大な顕
微鏡
・国内では九つの施設が稼働
・SPring-8（兵庫県）が代表的施設

・硬Ｘ線向け
・電子エネルギー：8GeV
・蓄積リング長：1,436m

・半導体
・ディスプレイ
・記録媒体

エレクトロ
ニクス

・燃料電池
・二次電池
・排ガス触媒

環境、
エネルギー

・鋼材
・繊維
・ゴム

素材
（金属・
高分子）

・医薬品
・特定保健用食品
・ヘアケア商品

創薬、
生活用品

放射光とは？ 様々な研究開発に活用

放射光施設とは？

❶ New SUBARU 1.5GeV/35nm.rad
兵庫県立大学高度産業科学技術研究所
（兵庫県赤穂郡）2000年～

❷ SPring-8 8GeV/2.4nm.rad
独立行政法人理化学研究所
公益財団法人高輝度光科学研究センター
（兵庫県佐用郡）1997年～

❸ HiSOR
    （広島大学放射光科学研究センター）
0.7GeV/400nm.rad
国立大学法人広島大学
（広島県東広島市）1997年～

❹ SAGA-LS（佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター） 1.4GeV/25nm.rad
公益財団法人佐賀県地域産業支援センター（佐賀県鳥栖市）2006年～

❺ Rits SR（立命館大学SRセンター）　0.575GeV/2,073nm.rad
立命館大学（滋賀県大津市）1996年～

❻ UVSOR（自然科学研究機構分子科学研究所極端紫外光研究施設）
0.75GeV/20nm.rad
大学共同利用機関法人自然科学研究機構分子科学研究所
（愛知県岡崎市）1984年～

❼ ☆Aichi SR（あいちシンクロトロン光センター） 1.2GeV/50nm.rad
公益財団法人科学技術交流財団（愛知県瀬戸市）2013年～

❽ Photon Factory 2.5GeV/35nm.rad
❾ Advanced Ring 6.5GeV/300nm.rad
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構
（茨城県つくば市）1983年～、1987年～

東北地域は空白

❶
❷

❸

❹

❺
❻
❼

❽

赤色：学術利用が多い施設
青色：産業利用の割合が多い施設
　　 （☆は特に多い）

❾
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「
放
射
光
施
設
」
と
は
強
力
な
Ｘ
線（
放
射

光
）に
よ
り
、ナ
ノ（
10
億
分
の
１
）レ
ベ
ル
の

微
細
な
観
察
や
分
析
が
で
き
る
施
設
で
あ
り
、

国
内
９
か
所（
左
図
）に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

平
成
23
年
12
月
、
東
北
７
国
立
大
学
の
有

志
が
、
東
北
へ
の
放
射
光
施
設
の
設
置
を
文

部
科
学
省
に
要
望
し
た
。そ
の
目
的
は「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
単
な
る
復
旧
・
復
興
と
言

う
視
点
を
越
え
て
、
東
北
地
方
や
そ
の
周
辺

地
域
で
の
科
学
技
術
・
産
業
技
術
の
革
新
的

振
興
を
図
る
た
め（
趣
意
書
よ
り
抜
粋
）」で
あ

り
、
そ
れ
は
宮
城
県
の
目
指
す
創
造
的
復
興

に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

県
は
こ
の
活
動
を
後
押
し
し
、
平
成
26
年

７
月
、
宮
城
県
が
事
務
局
と
な
り
、
東
北
地

方
の
産
学
官
27
団
体
が
一
体
と
な
っ
た「
東
北

放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
」（
以
下「
協
議
会
」）

が
設
立
さ
れ
た
。

平
成
26
年
８
月
、
宮
城
県
知
事
を
含
む
協

議
会
共
同
代
表
３
者
に
よ
り
、「
東
北
放
射
光

施
設
計
画
の
早
期
実
現
に
向
け
て
の
要
望
書
」

を
文
部
科
学
省
に
提
出
。
産
学
官
一
体
と
な

っ
た
要
望
活
動
の
結
果
、
国
で
の
検
討
も
始

ま
り
、
平
成
28
年
11
月
、
文
部
科
学
省
に「
量

子
ビ
ー
ム
利
用
推
進
小
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
、
様
々
な
検
討
が
な
さ
れ
た
。
小
委
員
会

で
の
検
討
の
結
果
、
平
成
30
年
１
月
、「
官
民

地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」に
よ
る
放
射
光
施

設
の
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
を
行
う
こ
と
が
発
表

さ
れ
た
。

同
年
７
月
、
一
般
財
団
法
人
光
科
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
代
表
機
関
と
し
て
、

宮
城
県
、
仙
台
市
、
東
北
大
学
、
及
び
一
般

社
団
法
人
東
北
経
済
連
合
会
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
選
定
さ
れ
、
東
北
大
学
青
葉
山
新
キ

ャ
ン
パ
ス
が
立
地
場
所
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。

平
成
31
年
３
月
に
東
北
大
学
青
葉
山
新

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
敷
地
造
成
に
着
手
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
本
格
運
用
を
目
指
し
て

い
る
。

令和元年度�放射光利用実地研修（あいちトライアルユース）成果報告会 「東北放射光施設推進協議会」設立記念シンポジウム建設中の次世代放射光施設
（出典：（一財）光科学イノベーションセンター）

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

放射光施設とは？

国内の放射光施設

知事、県議会メンバーによるフランスのSOLEIL放射光施設視察

次
世
代
放
射
光
施
設
の
整
備Ⅸ

創
造
的
復
興

58

Ⅸ
創
造
的
復
興
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産
学
官
の
連
携平

成
23
年
12
月
～
平
成
26
年
７
月

東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
の
設
立

平
成
23
年
６
月
に
東
北
の
研
究
者
有
志
が
、
東
北
に

放
射
光
施
設
を
建
設
し
、
震
災
復
興
及
び
地
域
産
業
の

強
化
・
発
展
を
目
的
と
し
た
構
想
を
発
案
。
こ
の
構
想

を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
東
北
の
７
国
立
大
学
長
で
構
成

す
る「
東
北
放
射
光
施
設
推
進
会
議
」が
設
立
さ
れ
た
。

平
成
25
年
３
月
、
宮
城
県
議
会
は「
放
射
光
施
設
の

宮
城
県
へ
の
誘
致
を
求
め
る
決
議
」
を
採
決
。
平
成
26

年
７
月
に
は
、
施
設
実
現
に
向
け
た
機
運
醸
成
を
目
的

と
し
て
、
宮
城
県
が
事
務
局
と
な
り
、
東
北
地
方
の
産

学
官
27
団
体
が
一
体
と
な
っ
た「
東
北
放
射
光
施
設
推
進

協
議
会
」が
設
立
さ
れ
た
。

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
大
学
を
中
心
に
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

産
業
復
興
の
た
め
に
産
学
官
で
連
携
し
て
進
め
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
に
な
り
、
県
と
し

て
も
そ
の
主
旨
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
平
成
26
年
の
７
月
に
、
県
が
事
務
局
と
な
っ

て
『
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議
会
』
を
設
立
し
ま

し
た
。
地
域
と
し
て
も
非
常
に
魅
力
的
な
施
設
で
、

世
界
最
先
端
の
研
究
施
設
が
東
北
地
方
に
で
き
る
こ

と
を
生
か
し
て
、
地
域
の
復
興
産
業
振
興
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
、
宮
城
県
と
し
て
も
積
極
的
に
誘
致
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
」

「
県
議
会
で
誘
致
を
求
め
る
決
議
が
採
択
さ
れ
、
議

会
の
後
押
し
が
あ
っ
て
正
式
に
検
討
を
進
め
る
形
と

な
り
ま
し
た
。
非
常
に
お
金
が
か
か
る
施
設
で
す
が
、

創
造
的
復
興
と
い
う
県
の
目
的
に
も
合
致
す
る
の
で

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
文
部
科
学
省
で
量
子
ビ
ー
ム
利
用
推
進
小
委
員
会

が
立
ち
上
が
っ
た
翌
年
の
４
月
に
、
地
域
構
想
の
公

募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ど
の
地
域
が
ど
の
よ

う
な
構
想
で
誘
致
を
計
画
し
て
い
る
か
を
調
査
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
４
月
に
公
募
で
５
月
に
提
出
で

す
か
ら
、
１
か
月
で
ま
と
め
る
の
に
は
、
か
な
り
調

整
で
苦
労
し
ま
し
た
。
宮
城
県
と
し
て
、
コ
ア
リ
シ

ョ
ン
（Coalition:�

有
志
連
合
）・
コ
ン
セ
プ
ト
と

い
う
考
え
方
の
下
に
放
射
光
施
設
を
整
備
、
活
用
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
地
域
構
想
を
ベ
ー
ス
に
小
委
員
会
が
最
終

報
告
書
を
ま
と
め
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
正
式
に
公
募

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

「
量
子
ビ
ー
ム
利
用
推
進
小
委
員
会
は
公
開
で
開
か

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
聴
講
者
と
し
て
出

席
を
し
て
、
配
布
資
料
の
確
認
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
委
員
の
方
々
の
生
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
く

中
で
、
提
案
に
際
し
て
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
絞
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
人
た
ち
が
聴
講
に
き

て
い
る
の
か
も
探
り
な
が
ら
『
も
し
か
し
た
ら
あ
の

県
は
手
を
挙
げ
る
か
も
し
れ
な
い
な
』
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
も
含
め
て
情
報
収
集
し
て
い
ま
し
た
」

復
興
予
算
の
活
用
が
で
き
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も

考
え
て
お
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
産
学
官
の
官

だ
け
が
突
っ
走
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
み
ん

な
で
一
緒
に
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

復
興
予
算
か
ら
の
脱
却

平
成
26
年
８
月
～
平
成
28
年
12
月

光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立

平
成
26
年
８
月
、
知
事
を
含
む
東
北
放
射
光
施
設
推

進
協
議
会
共
同
代
表
３
者
が
、「
東
北
放
射
光
施
設
計
画

の
早
期
実
現
に
向
け
て
の
要
望
書
」
を
文
部
科
学
省
に

提
出
し
た
。
そ
の
後
、
協
議
会
は
復
興
予
算
に
依
存
し

た
計
画
推
進
体
制
を
見
直
し
、
産
業
界
に
も
当
初
の
建

設
予
算
３
０
０
億
円
に
対
す
る
出
資
を
募
り
、リ
サ
ー
チ

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス（
大
学
、
研
究
機
関
、
企
業
等
の
研
究

イ
ン
フ
ラ
、
組
織
の
集
積
）を
形
成
す
る
方
針
へ
と
転
換

を
図
っ
た
。

平
成
28
年
12
月
、
民
間
資
金
の
活
用
や
産
業
利
用
の

推
進
等
、
東
北
放
射
光
施
設
計
画
に
お
け
る
地
域
の
中

心
と
な
る
組
織
と
し
て
「
一
般
財
団
法
人
光
科
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
。

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
当
初
は
復
興
予
算
を
活
用
し
て
、
国
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
放
射
光
施
設
を
造
っ
て
、
そ
れ
を
本
県

に
誘
致
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
国
と
し
て
も
復
興
計
画
の
後
半
に
新

た
な
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
復
興

予
算
の
活
用
が
難
し
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
や
は
り
放
射
光
施
設
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と

「
量
子
ビ
ー
ム
利
用
推
進
小
委
員
会
を
聴
講
し
て
、

国
の
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
、
希
望
す
る
と
こ
ろ
な

ど
、
選
ば
れ
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
ず
っ
と
収
集

を
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
い
ざ
公
募
が
始

ま
っ
た
と
き
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
『
つ
い
に
き

た
。
待
っ
て
ま
し
た
』
と
い
う
感
じ
で
し
た
」

チ
ャ
ン
ス
を
ふ
い
に
し
な
い 

た
め
に
！

平
成
30
年
４
月
～
７
月

小
委
員
会
に
よ
る
計
画
実
行
性
の
調
査

平
成
30
年
３
月
、
光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

宮
城
県
、
仙
台
市
、
東
北
大
学
、
東
北
経
済
連
合
会
の

５
者
連
名
に
よ
る
提
案
書
が
文
部
科
学
省
に
提
出
さ
れ

た
。
結
果
的
に
提
案
は
１
件
の
み
と
な
っ
た
が
、
採
用

が
発
表
さ
れ
る
７
月
ま
で
の
間
に
、
提
案
書
の
実
効
性

に
つ
い
て
小
委
員
会
に
よ
る
調
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
た
。

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
応
募
し
て
か
ら
選
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
小
委
員

会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の

対
応
が
一
番
苦
労
し
た
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

技
術
的
な
検
証
も
あ
り
ま
し
た
し
、
リ
サ
ー
チ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
自
立
的
に
発
展
し
て
い
け
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
検
証

項
目
が
あ
り
ま
し
た
」

「
我
々
１
件
だ
け
の
応
募
で
し
た
が
、
国
の
採
択
基

準
の
中
に
資
金
計
画
の
確
実
性
が
当
然
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
と
、
不
採
択
、
再

公
募
と
な
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
ふ
い
に
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
東
北
大
で
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
際

に
、
県
か
ら
知
事
と
副
知
事
が
出
席
し
て
、
直
接
両

名
か
ら
委
員
に
対
し
て
、
県
は
し
っ
か
り
と
支
援
を

す
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
」

で
、
地
域
の
産
学
官
で
必
要
な
財
源
を
な
ん
と
か
し

て
集
め
て
、
放
射
光
施
設
を
造
れ
な
い
か
と
い
う
方

向
性
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
主
に
一
般
社
団
法
人
東
北
経
済
連
合
会

が
主
体
に
な
っ
て
、
光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
と
い
う
一
般
財
団
法
人
を
設
立
し
て
、
利
用
す

る
ユ
ー
ザ
ー
企
業
か
ら
一
口
５
０
０
０
万
円
を
拠
出

し
て
い
た
だ
き
、
年
間
２
０
０
時
間
の
利
用
権
を
10

年
間
付
与
す
る
と
い
う
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
新
し

く
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

「
全
国
９
か
所
に
放
射
光
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
兵

庫
県
の
放
射
光
施
設
『
ス
プ
リ
ン
グ
８
』
が
国
内
最

大
で
、
世
界
的
に
見
て
も
有
数
の
放
射
光
施
設
で
す

が
、
基
本
的
に
は
国
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
放
射

光
施
設
は
、
国
際
間
競
争
の
中
で
国
を
挙
げ
て
や
っ

て
い
る
施
設
な
の
で
、
国
費
を
財
源
と
す
る
こ
と
が

あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
と
し
て
最
初
は
動
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
文
部
科
学
省
か
ら
財
源
に
関
し
て

『
地
域
の
負
担
も
不
可
欠
で
あ
る
』
と
の
話
が
あ
り
、

国
際
レ
ベ
ル
の
放
射
光
施
設
の
建
設
に
当
た
り
、
民

間
も
国
も
地
方
自
治
体
も
入
る
形
で
の
官
民
地
域
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
、
お
そ
ら
く
世
界
初
の
方

式
と
な
り
ま
し
た
」

「
技
術
職
で
す
ら
当
時
は
放
射
光
に
な
じ
み
が
な
く

『
放
射
光
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』
と
い
う
世
界
で
し
た
。

大
学
が
こ
の
構
想
を
立
ち
上
げ
た
当
時
は
、
大
学
の

研
究
者
が
使
う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
我
々
の
仕
事
は
、
地
域
の
も
の
づ
く
り
企
業
に

こ
の
施
設
が
ど
う
役
立
つ
か
の
検
討
で
、
初
め
の
う

ち
は
放
射
光
と
地
域
企
業
が
結
び
つ
く
の
か
想
像
も

つ
か
な
い
感
じ
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
利
用

事
例
の
勉
強
か
ら
始
め
ま
し
た
」

支
援
イ
メ
ー
ジ
の
具
体
化平

成
30
年
10
月

次
世
代
放
射
光
施
設
整
備
費
補
助
金
制
度
の 

創
設　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
７
月
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
次
世
代
放
射

光
施
設
の
整
備
・
運
用
の
パ
ー
ト
ナ
ー
公
募
に
関
し
て
、

光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
代
表
機
関
と
し

て
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
東
北
大
学
及
び
東
北
経
済
連

合
会
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
定
さ
れ
、
東
北
大
学
青

葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
立
地
場
所
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。

同
年
９
月
12
日
に
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科

学
技
術
研
究
開
発
機
構
と
光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
次
世
代
放
射
光
施
設（
軟
Ｘ
線
向

け
高
輝
度
３
Ｇ
ｅ
Ｖ
級
放
射
光
源
）の
整
備
・
運
用
に

係
る
詳
細
の
具
体
化
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
」
を
締

結
し
た
。

同
年
10
月
、
県
は
速
や
か
な
工
事
着
手
の
た
め
の
制

度
と
し
て
、
次
世
代
放
射
光
施
設
整
備
費
補
助
金
を
創

設
し
た
。

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
平
成
30
年
の
７
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
定
さ
れ
ま

し
て
、９
月
議
会
で
必
要
な
財
源
30
億
円
を
認
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。
平
成
31
年
の
３
月
か
ら
、
敷
地
造

成
に
着
手
し
て
い
る
ん
で
す
が
、（
一
財
）
光
科
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
工
事
の
発
注
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
宮
城
県
の
方
か
ら

次
世
代
放
射
光
施
設
整
備
費
補
助
金
と
し
て
交
付
す

る
手
続
を
取
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
複
数
年
度
に

わ
た
る
事
業
に
対
し
て
、
最
初
に
一
括
で
交
付
決
定

を
し
て
、
年
度
で
切
り
分
け
て
支
出
を
す
る
方
式
を

採
用
し
ま
し
た
」

「
県
は
、総
額
30
億
円
を
初
期
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

（
初
期
費
用
）と
し
て
支
援
を
す
る
こ
と
と
し
、
制

度
と
し
て
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
。
土
地
を
造
成
し

国
の
小
委
員
会
で
の
情
報
収
集

平
成
28
年
～
平
成
30
年
１
月

国
で
の
検
討
と
パ
ー
ト
ナ
ー
公
募

産
学
官
一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動
や
機
運
醸
成
等
、

地
域
側
の
熱
意
が
伝
わ
り
、
平
成
28
年
11
月
、
文
部
科

学
省
の
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
の
も
と
に「
量
子
ビ
ー

ム
利
用
推
進
小
委
員
会
」（
以
下「
小
委
員
会
」）が
設
置

さ
れ
、
次
世
代
放
射
光
施
設
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
政
策
上
の
意
義
、
求
め
ら
れ
る
性
能
、
整
備
・
運

用
の
基
本
的
考
え
方
と
具
体
的
方
策
等
に
つ
い
て
様
々

な
検
討
が
な
さ
れ
た
。

平
成
30
年
１
月
、「
官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

に
よ
る
同
施
設
の
具
体
化
等
を
進
め
る
た
め
、
地
域
及

び
産
業
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
募
集
を
行
う
こ
と
が
発
表

さ
れ
た
。

て
、
施
設
を
立
ち
上
げ
る
と
き
に
、
県
が
補
助
と
し

て
出
し
た
30
億
円
に
よ
っ
て
建
設
工
事
を
ス
タ
ー
ト

で
き
た
の
で
、
そ
こ
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

令
和
元
年
～

あ
い
ち
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
の
開
催

県
は
新
た
に
設
置
さ
れ
る
次
世
代
放
射
光
施
設
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
国
内
各
所
の
放
射
光
施
設
の
視

察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
県
が
目
指
す
産
業
利
用
の

モ
デ
ル
に
最
も
近
い
施
設
と
し
て
、
愛
知
県
に
あ
る
放

射
光
施
設「
あ
い
ち
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
セ
ン
タ
ー
」を

選
定
し
、
同
施
設
の
協
力
を
得
て
、
放
射
光
利
用
実
地 国と地域の連携協力協定締結（平成30年9月12日） 協議会共同代表３者が国に要望書提出

教授 企業 製品

A社

B社

C社

協調領域
計測・解析技術の共有
施設全体の技術の底上げ

競争領域
製品開発競争

製品コンセプトの確立

新たな産学連携スキーム
「コアリション・コンセプト」

※「コアリション・コンセプト」とは
ユーザー企業が必要に応じて学術研究者と１対
１の研究開発の連合（コアリション）を組み、製
品開発・技術開発等の「競争領域」で放射光施
設を利活用できる仕組み。

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅸ 

創
造
的
復
興
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け
て
目
利
き
力
を
つ
け
た
上
で
、
地
域
企
業
か
ら
く

る
日
々
の
技
術
相
談
の
中
か
ら
放
射
光
案
件
を
掘
り

起
こ
す
と
い
う
新
規
事
業
を
考
え
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
行
き
着
い
た
の
が
今
の
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
の

ス
タ
イ
ル
で
す
。
地
域
企
業
に
ま
ず
使
っ
て
も
ら
い
、

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
そ
れ
を
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
っ
て
い
う
伴
走
型
の
事
業
に
し
ま
し

た
。
地
域
の
企
業
に
と
っ
て
も
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
と
っ
て
も
ほ
ぼ
初
め
て
の
状
態
で
し

た
が
、
両
者
と
も
『
よ
ー
い
ど
ん
』
で
新
し
い
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
」

「
我
々
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
地
域
企
業
と
付
き
合
い

は
あ
り
ま
す
が
、『
果
た
し
て
放
射
光
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
ん
だ
ろ
う
か
？
そ
も
そ
も
放
射
光
な
ん
か
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
ん
だ
ろ
う
か
？
』
と
い
う
こ
と
が

分
か
ら
な
い
中
で
、
他
県
の
先
例
や
他
の
放
射
光
施

設
の
事
例
を
見
た
と
き
に
、
こ
う
い
う
開
発
を
や
っ

て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
関
心
を
持
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
て
、
営
業
活

動
を
し
て
、『
今
度
こ
う
い
う
事
業
を
や
る
ん
で
す

け
ど
も
、
試
し
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
』
と
Ｐ

Ｒ
を
し
て
、
企
業
を
募
っ
て
い
っ
た
形
で
す
ね
」

 

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
職
員

「
幸
い
な
こ
と
に
、
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
放

射
光
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
職
員
が
い
ま
し
て
、
彼

に
企
業
が
要
望
し
て
い
る
研
究
内
容
が
で
き
る
か
ど

う
か
の
判
断
を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
あ
い
ち
の
方

に
相
談
し
て
、
ま
た
判
断
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
で

進
め
ま
し
た
。
彼
が
い
な
け
れ
ば
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー

ス
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

期
待
さ
れ
る
様
々
な
波
及
効
果

現
在

「
産
業
共
創
の
拠
点
」
に
向
け
て

設
置
予
定
地
で
あ
る
東
北
大
学
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
で
は
、
企
業
や
学
術
研
究
機
関
や
生
産
施
設
の

さ
ら
な
る
立
地
促
進
・
集
積
が
進
み
、「
産
学
共
創
の

拠
点
」
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
期

待
さ
れ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
く
、
東
北

経
済
連
合
会
に
よ
る
調
査
結
果
（
平
成
30
年
８
月
）
で

は
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
と
全
国
規
模
の
市
場
創

出
効
果
の
合
計
と
し
て
、10
年
間
で
１
兆
９
０
１
７
億

円
、20
年
間
で
３
兆
９
３
３
８
億
円
と
試
算
さ
れ
た
。�

ま
た
、宮
城
県
全
体
に
お
け
る
雇
用
創
出
効
果
は
１
万�

９
１
２
３
人
、
税
収
効
果
は
99
億
円
と
さ
れ
、
復
興
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
放
射
光
施
設
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
学
術
研

究
機
関
や
企
業
の
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
県
内
に
集

積
し
て
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
取
引
が
生
ま
れ
た

り
、
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
り
、
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
を
期
待
し
て
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

「
新
し
く
本
県
に
で
き
る
放
射
光
施
設
で
、
研
究
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
新
製
品
・
新
技
術
が
、
世
界

を
席
巻
す
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
、
東
北
生
ま
れ

と
い
い
ま
す
か
、
宮
城
生
ま
れ
の
技
術
製
品
が
世
界

に
羽
ば
た
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
」

「
年
間
３
５
０
０
件
ほ
ど
の
技
術
相
談
の
中
か
ら
、

こ
れ
は
放
射
光
施
設
を
活
用
で
き
る
事
例
だ
と
い

う
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
目
利
き
力
の

向
上
を
、セ
ン
タ
ー
の
組
織
と
し
て
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
状
は
そ
こ
が
で
き
て
い
な

い
の
で
、
令
和
２
年
度
か
ら
改
善
に
向
け
て
動
き

始
め
ま
し
た
。
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
技
術

部
門
は
分
野
ご
と
に
縦
割
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
は
放
射
光
っ
て
い
う
意
味
で
い
う
と
、
あ
ら
ゆ

る
分
野（
樹
脂
・
セ
ラ
ミ
ク
ス
・
金
属
な
ど
の
材
料

分
野
、
水
産
加
工
品
・
発
酵
食
品
・
農
産
物
な
ど

の
食
品
分
野
な
ど
）で
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

研
修「
あ
い
ち
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
」を
開
催
し
た
。

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
あ
い
ち
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
セ
ン
タ
ー
は
産
業
振

興
と
し
て
の
放
射
光
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
て
、

大
体
60
～
70
％
く
ら
い
の
産
業
利
用
率
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
産
業
利
用
率
が
高
い
放
射
光
施
設

っ
て
、
た
ぶ
ん
世
界
的
に
見
て
も
も
の
す
ご
く
珍
し

い
ん
で
す
ね
。
我
々
の
関
心
は
放
射
光
が
産
業
振
興

に
ど
う
役
立
つ
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
愛
知
県
の

施
設
こ
そ
我
々
が
一
番
学
ぶ
べ
き
モ
デ
ル
だ
ろ
う
と

考
え
、
何
度
も
協
議
を
重
ね
て
、
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー

ス
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
」

「
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
も
放
射
光
に
関
わ
っ

た
人
間
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
し
、
か
つ
地
域
の
企
業

も
放
射
光
の
使
い
道
を
ま
だ
知
ら
な
い
と
い
う
状
況

の
中
で
、
ど
う
し
た
ら
技
術
的
な
橋
渡
し
役
に
な
れ

る
だ
ろ
う
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
最
初
の
や
り
方
と
し
て
は
、
ま
ず
は
産
業
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
放
射
光
施
設
で
研
修
を
受

の
で
、
今
は『
横
串
チ
ー
ム
』と
し
て
、
組
織
横
断
で

全
て
の
部
か
ら
職
員
を
集
め
て
、
情
報
交
換
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
ど
の
部
に
も
目
利

き
が
で
き
る
職
員
が
い
て
、
日
々
の
企
業
か
ら
の
御

相
談
の
中
か
ら
、『
こ
れ
は
放
射
光
を
使
っ
た
ら
、
も

っ
と
い
い
も
の
が
見
え
る
か
ら
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ

う
』と
提
案
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
き
た

い
で
す
ね
」

「
東
北
か
ら
の
創
造
的
な
復
興
の
象
徴
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
も
の
、
世
界
最

高
水
準
の
も
の
を
造
る
と
い
う
こ
と
に
ひ
か
れ
ま
し

た
。
な
か
な
か
宮
城
県
の
中
で
世
界
一
の
も
の
を

生
み
出
す
の
は
難
し
く
て
、
東
北
や
日
本
で
は
な
く

「
世
界
一
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
置
い
た

か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
た
業
務
で
し
た
」

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
基
礎
は
同
じ

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
次
世
代
放
射
光
施
設
の
誘
致
は
、
県
に
と
っ
て
前

例
の
な
い
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
求
め
ら
れ
て
い
た
一
つ
一
つ
の
業

務
は
、
議
会
の
対
応
を
す
る
、
分
か
り
や
す
い
資
料

を
作
る
、
人
が
集
ま
る
会
議
の
場
を
調
整
し
て
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
、
ど
れ
も
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ

と
の
積
み
重
ね
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
が
ら
正
確
に
こ
な
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
難
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
。
勤
務
開
始
時
間

よ
り
前
か
ら
資
料
を
作
り
始
め
て
、
朝
の
９
時
に
は

も
う
レ
ク
が
で
き
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
感
で
動
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
に
耐

え
得
る
に
は
、
や
は
り
ふ
だ
ん
か
ら
基
礎
力
を
高
め

て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

基
礎
力
が
試
さ
れ
る
業
務
だ
っ
た

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
今
回
の
よ
う
に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
な
が
ら
行
う

業
務
は
、
当
然
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
や
利
害
が
あ
る
の
で
、

県
に
と
っ
て
良
い
と
思
っ
て
も
、
相
手
に
と
っ
て
損

を
す
る
の
で
あ
れ
ば
当
然
合
意
で
き
ま
せ
ん
し
、
逆

に
県
に
と
っ
て
損
を
す
る
よ
う
な
こ
と
に
も
合
意
で

き
ま
せ
ん
。
利
害
関
係
が
複
雑
に
絡
み
合
う
中
で
合

意
を
得
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
非
常
に
難
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
県
と
し
て
譲
れ
な
い
も
の
を
し
っ
か
り
ま

と
め
て
上
司
を
含
め
共
有
し
て
い
く
業
務
は
、
や
り

が
い
が
あ
り
ま
し
た
し
、
情
報
を
分
析
す
る
力
、
そ

れ
を
ま
と
め
る
力
、
方
向
性
を
示
す
力
、
ま
さ
に
基

礎
力
が
試
さ
れ
た
業
務
で
し
た
」

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
る

 

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
職
員

「
あ
い
ち
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
セ
ン
タ
ー
に
『
こ
う

い
う
分
析
は
で
き
ま
す
か
？
』
っ
て
聞
く
と
、
向
こ

う
か
ら
専
門
的
な
回
答
が
返
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
ど

う
や
っ
て
企
業
に
伝
え
る
か
が
非
常
に
重
要
で
、
こ

れ
は
結
構
技
術
者
に
あ
り
が
ち
な
ん
で
す
け
ど
、
自

分
は
理
解
で
き
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
難
し
い
専
門
用

語
で
伝
え
て
し
ま
う
。
相
手
に
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
伝
え
る
の
が
非
常
に
重
要
か
な
と
感
じ
ま
し
た
」

今
後
の
広
報
活
動
が
必
要 

 

新
産
業
振
興
課
職
員

「
我
々
は
す
ご
い
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
思
っ
て
い
た

ら
、
他
県
の
方
か
ら
す
る
と
『
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す

か
』
く
ら
い
の
認
知
度
だ
っ
た
の
を
リ
ア
ル
に
感
じ

ま
し
た
。
一
般
向
け
に
『
放
射
光
施
設
っ
て
こ
う

い
う
施
設
な
ん
だ
よ
』
っ
て
い
う
の
を
分
か
り
や
す

く
説
明
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
と
、
放

射
光
施
設
へ
の
理
解
が
広
が
っ
て
い
く
の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
県
庁
の
中
で
も
『
放
射
光
施
設
っ
て

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
施
設
な

の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
』
っ
て
い
う
職
員
が
ま
だ
ま

だ
い
る
の
で
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
の
一
般
の

方
々
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
広
報
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

参
照

記
録
誌
等

・
東
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放
射
光
施
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会
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ェ
ブ
サ
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ト
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般
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イ
ノ
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ー
シ
ョ
ン
セ
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タ
ー
ウ
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ブ
サ

イ
ト
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文
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学
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
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←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

新産業振興課 新産業振興課 新産業振興課産業技術総合センター

放射光利用促進に向け、県内企業へ研修の働きかけも行った

放射光利用実施研修
「あいちトライアルユース」

実施時期 令和２年10月頃

場所 あいちシンクロトロン光センター（愛知県瀬戸市）

募集企業数 ３企業

対象 宮城県内企業（放射光を利用した経験がない、 
または経験が浅い企業）

研修内容 持ち込みサンプル作製、測定治具作製、測定、 
データ解析

研修成果 県主催の「成果報告会」（公開）で研修成果を報告

◎必要経費のうち、3分の2を40万円まで県が補助（ビームライン利
用料、旅費宿泊費、試料加工費等）。

出典：あいちシンクロトロン光センター

あいち産業科学技術総合センター
（愛知県の公設試験研究機関）

あいちシンクロトロン光センター
（放射光施設）

あいちシンクロトロン光センターのビームライン

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

後
輩
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に

　

従
事
し
た
当
時
の
も
の

Ⅸ 

創
造
的
復
興


